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第 36 話 主⼈公 加藤 達也 

（筑波⼤学⼤学院 システム情報⼯学研究科 構造エネルギー⼯学専攻 京藤研究室） 
 

（□川ガール・■川系男⼦） 

（出⽣地を流れる川：東京都多摩川） 

「祖⽗⺟との思い出 多摩川」 

いつのこと？： 幼稚園、⼩学校、⼤学院 2 年⽬（現在） 

どこの川？ ： 多摩川 
 

 
このコーナーを多く担当している筑波⼤学の⽩川研究室から、なぜか川系男⼦でも何でもない流体⼒学系研

究室に所属する私にお鉢が回ってきた。川がメインではないが、多少なりとも関連した思い出を少し書いてみ
ようと思う。 

 
⾃分の記憶の中を探して思い浮かぶ川は、いたち川と多摩川ぐらいだ。横浜の外れ、⼩学校中学年の頃に住

んでいた団地のすぐ横を流れるいたち川は、“親しみやすい“雰囲気の、割に⼩さな川である。川辺は友達との
単なるたまり場だった。だからと⾔って川らしい遊びはせいぜい暗渠の探検ぐらいしか記憶にないが、そこで
カードゲームなりポケモンなりで遊んでいた。親しみやすいよう改修されたのだと知ったのは学部に⼊ってか
らだった。 

 
多摩川は、私が⽣まれたときに住んでいた、東京のはずれにある祖⽗⺟の家の近くを流れている。10 分も

歩かないうちに川沿いへ出られるくらいだ。幼稚園年少まで祖⽗⺟と暮らし、両親は共働きだったということ
もあり、私と祖⽗⺟とのエピソードは多い。 

 
⼩さい頃は、世話好きで料理上⼿の祖⺟に連れられて、⾊々な場所に⾏ったとよく聞かされるし、そんな気

がする。それは近くの⼩さな動物園だったり、線路沿いだったり、川沿いの公園だったり。そんなに遊びに連
れて⾏ってもらったのに、本⼈が⼀番よく覚えているのは、毎⽇のように⾏っていた祖⽗のおむかえ。⼣⽅、
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あの日のあの川 リレー日記 ～第 36 話～ 

みなさんはどこの川でどんなことをした記憶がありますか？幼少期や青春時代に体験した川での記憶

を日記として掘り起こして語るコーナーです．リレー形式で毎回次の人にバトンをつなぎます． 
あの日のあの川 

リレーDiary 

撮影：2015 年 4 ⽉（東京都⽻村市 ⽻村堰付近 ⽟川上⽔）
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忍たま乱太郎のオープニングが始まると、そそくさと⽀度をして、祖⺟と⼀緒に近くの踏切まで歩いて⾏って、
電⾞を⾒つつ、当時まだ働いていた祖⽗が帰ってくるのを待つ。⾞通勤の祖⽗が来ると、たった 2,3 分なの
だが、そこから⾞に乗って家まで帰るのが好きだった。 

 
せっかちで常に何かしていないと気が済まない祖⽗とは、私がもう少し⼤きくなった⼩学⽣の頃、よく奥多

摩に⾏った。祖⽗が当時乗っていた SUV のプラドを運転して、私は助⼿席で。せっかちだけど、運転はいつ
も慎重で丁寧だった。ドライブの BGM はいつも決まっていた。「特選 北島三郎 ベスト 35」。2 枚組の CD な
のだが、2 枚⽬はほとんど聴いたことがない。当時、この 1 枚⽬を聴かされすぎて“洗脳”された私が、北島三
郎の曲ばかりを家で歌っていたら、⺟が祖⽗に「そんな曲ばっか聞かせるんじゃない」と怒っていたらしい。
どうやら⺟だけでなく⽗も、最近の⾳楽ではなくて、だんご三兄弟と演歌にしか興味を持たずに育つのではな
いかと⼼配になったようだ。それはともかく、その CD は奥多摩へのドライブに⾮常に合っていた。序盤の「銀
座の庄助さん」が、銀座とはほど遠い郊外からスタートするのにもかかわらず、明るく⼩旅⾏の始まりを盛り
上げる。「函館の⼥」が、函館なんて⾏ったこともないのだが、ゆっくりと流れる⾞窓に⼼地よく旅情を添え
る。奥多摩に近づき、併⾛している⻘梅線の線路を⾒ながら「終着駅は
始発駅」が流れ、丁度良く⼭深くなった頃合いに満を持して「与作」が
登場する。へいへいほう。⼩河内ダムを通り越し、奥多摩湖沿いにある
祖⽗お気に⼊りのラーメン・そば屋でラーメン半ライスを⾷べ、温泉に
⼊って帰ってくる。祖⽗は⾛り慣れた道だということもあって、奥多摩
湖沿いの曲がりくねった道でも上⼿に⾛ったし、本⼈も前の⾞を指して
「慣れてないと、あんなふうにスピード落とさないと⾛れないんだよ」
と⾃慢していた。⾞窓もきれいだった。⾏った回数は⾔うほど多くはな
いが、はっきりと覚えている。 

 
この記事を書くことになって、今は別々に暮らしている祖⽗⺟にまた会いに⾏った。そのとき聞いたエピソ

ードに屋号の話がある。祖⺟から聞いた話だ。祖⺟が⼩さい頃、まだ屋号というものが普通に使われていたら
しい。私からしてみると、屋号は歌舞伎の成⽥屋ぐらいしか思い浮かばないので、どこかかっこいいという印
象だった。よくよく聞いてみると、単に家という単位につけるあだ名ぐらいの勢いだったようだ。例えば、昔
天ぷらを揚げたり油を売っていた家は「天ぷら屋」。⾜の速い⼦供がいた家は「⾶⾏機」、そんな名前でも、近
所ではどの家だか通じたそうだ。もう少しそれらしい「かんばやし」という屋号の家も近くにある。由来は、
祖⺟の実家の裏⼿、祖⽗⺟の家からもあまり離れていないところに⽟川上⽔が流れているのだが、上⽔⼟⼿の
雑⽊林と、そこにあるお稲荷さんを持っていたからだそうだ。その雑⽊林というのは周りと⽐べると少し⼩⾼
くなっているのだが、⾔い伝えによると⽟川上⽔を掘ったときの残⼟を積み上げたらしい。そんなこと今まで
ちっとも思いもしなかった。もう少し聞いてみると、その雑⽊林の近く、上⽔の⼟⼿下に周囲より少し低い部
分があり、「上⽔を作ったときに、掘ってはみたんだけど何か上⼿くいかなかった」跡らしい。説明書きがあ
るということなので、祖⽗と散歩がてら、多摩川と⽟川上⽔に挟まれたところにある福⽣の“かに坂公園”に⾏
ってみた。それによると、開削された上⽔が、多摩川出⽔の影響を受けないように、後に付け替えられたため
に破棄された堀だそうだ。ふむふむ。そこから「ちょっとここ、不⾃然に低いね」とか⾔って堀の跡を確認し
ながら上⽔に沿って歩き、取⽔⼝である⽻村堰まで⾏った。開削の功労者・⽟川兄弟の銅像を⾒て歴史を感じ
ながら、こういうのってタモリさんが好きそうだなと勝⼿に思った。 

 
その祖⽗⺟とは、毎年のように⽟川上⽔の桜を⾒に⾏っている。⽻村堰の近くには、桜が上⽔の沿道に植え

られており、なかなか⾒事だ。せっかちで桜を流し⾒しつつ⿃を探す祖⽗と、祖⽗にあきれながらゆっくり歩
く祖⺟と。今年もそんな季節になる。 
 

（次号は 4 ⽉号に上⽥純祐さんにバトンを託します） 

撮影：2018 年 奥多摩湖 
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